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はじめに

　ミツバチの巣はミツバチ自身が分泌するミツロウを

主成分とした複数枚の巣板（以下，コーム）で構成さ

れる。コームは，整然と並ぶ六角柱状の巣室が表裏は

り合わさった構造で，マクロに見るとサーフボードを

短めに切ったような半楕円盤である。各コームは通常

天井からぶら下がり，ほぼ等間隔に並んでいる。この

ようにコームは平面的に伸展しようとする異方性を有

しているが，異方性が何に起因して生じるのかは著者

らの知る限り分かっていない。ミツバチは木のうろな

どに営巣するが，その空間的に片寄った出入り口（以

下，巣門）の影響を受けたミツバチの運動がコームの

異方性を生んでいる可能性もある。また営巣空間にお

ける側壁の影響も考えられる。そこで本研究では，水

平方向に等方的な立体である円柱状の巣箱を用意し，

巣箱の底面中央に巣門を設けて，ミツバチがどのよう

な巣を作るのかを調べた。

観察方法

　関西学院千刈キャンプ（兵庫県三田市香下）管理棟

2階バルコニーに,ドラム缶型の木製樽（直径45cm 高

さ50cm）を市販のコンクリートブロック（高さ10cm）

を土台として置き，樽天井には市販の巣箱の木材で作

製した板（長辺52cm 短辺45cm）を設置した（図1）。

樽底面から高さ17cmのところに樽内部を水平に仕切

る円板を設け，その仕切り円板から天井板までを営巣

空間とした。営巣空間には樽躯体を維持するための3

つの梁が存在する。仕切り円板の中心に直径3cmの円

形の穴を開け，それを巣門とした（図2）。2021年7月

27日に市販のセイヨウミツバチ約4000匹と女王バチ1

匹を営巣空間に投入し，8月3日，10日，24日，31日の

計4回観察した。また観察の度に餌として砂糖水を与

えた。

結　果

　実験を開始してから8日目（8月3日），天井板にぶら

下がった3枚のコームを確認した。3枚のコームは半楕

円形で白味が強く，およそ4cm間隔で並んでいた。ま

た，コームは全体的に柔らかく，天井板を動かす度に

ゆらゆらと揺れ，不安定な状態であった。コームは樽

壁面から樽中心軸に向かう方向にほぼ直交して伸展し

ており，それらのコームを樽壁面から順に1枚目，2枚

目，3枚目のコームと呼ぶことにする。1枚目のコー

ムは高さが約30cmあり，他のどのコームよりも大き

かった。一方コームの幅は，2枚目のコームが最大で，

一番長い箇所で約27cmであった。また樽壁面から樽

中心軸に向かう方向に伸展しようとした初期段階のコ

ームも別に観察されたが，これについては以降変化が

見られなかった。さらに樽壁面には粒状のミツロウが

多数付着していた（図3）。

　15日目（8月10日）には営巣が進み，4枚目となる淡

黄色のコームが形成されていた（図4）。4枚目のコー

ムの高さは約10cmであった。1枚目のコームの巣室に

は複数箇所に橙色の花粉が貯蔵されていた。

　29日目（8月24日）には4枚目のコームの高さが約

13cmまで成長し，他のコームもそれぞれ成長してい

た。他のコームの色は黄色味が強くなっていた。1枚

目のコームの高さは約32cmで，これは営巣空間の高

さにほぼ一致する。ミツバチの数も目測ではっきり分

かるほど増えており，1枚目のコームの巣室には蜜が

貯められていた。2枚目と3枚目のコームには王台（女

王バチを育てるための専用巣室）が新規に10個ほど作
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図1　樽巣箱外観とサイズ
コンクリートブロックの上に設置した。

図2　実験に用いた樽
（左）実験開始前の状態。3つの梁が存在する。
（右）36日目（8月31日）の営巣空間の内部。仕切り円板中央にある穴が巣門。
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られていたが，ローヤルゼリーや卵などの想定される

内容物は一切観察されなかった。

　実験開始から36日目（8月31日），コームの枚数は増

えておらず，また各コームの大きさや色味にも変化は

見られなかった。コームの成長経過の様子を図5に示

す。

考　察

　今回の実験では，巣箱を円柱形とし，巣門も水平方

向に等方的に設けた営巣空間において，通常同様の異

方性を有するコームが形成された。この結果，巣門の

空間的な片寄りがコームの異方性の主要因であるとは

言い難いことが示唆された。実験終了後，天井板に付

着したミツロウをわずかに残して4枚全てのコームを

切り取ったところ，その跡は直線的ではなくやや湾曲

していた（図6）。一方，コームを真下から眺めた時に

は平面的に感じられた（図7）。このことから，湾曲し

たコームが時間経過とともに徐々に平面的になりなが

ら成長したことが分かる。コーム成長の初期段階にお

ける湾曲は樽壁面の丸みが影響したと考えられそうで

ある。しかしそうすると，コームの成長につれて次第

にその影響が小さくなったことになるが，その理由は

定かではない。樽躯体の維持のため3つの梁を取り除

くことができなかったが，梁のような出っ張りのない

円柱状の空間で実験を行うことも今後の課題である。
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図3　2方向の営巣。大きいコーム（右）が1枚目のコーム。
天井板を持ち上げた際，途中でちぎれてしまった。
樽壁面から樽中心軸に向かう方向に伸展しようと
したコーム（左）は鉛直下方向に伸展する時には
樽壁面に沿うように伸びた。浅い穴の未完成の巣
室が作られていたが，これ以上の成長は見られな
かった．営巣空間の壁面には多数の粒状のミツロ
ウが観察された。

図4　実験開始から15日目（8月10日）のコーム。写真中
央が4枚目のコーム。
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8日目 29日目 36日目

図5　コームの経過観察結果（左 8日目（8月3日），中央 29日目（8月24日），右 36日目（8月31日））

図6　天井板にわずかに残したコーム跡
円周内部が営巣空間に相当するが，コーム跡は円
周に沿って湾曲しているように見える（図の上か
ら2つのコーム跡）。

図7　真下から見たコーム
コームはほぼ直線的で平行に並んでいる。


